
●
は
じ
め
に

　

二
〇
一
三
年
二
月
一
五
日
に
退
陣
し

た
李

イ
・
ミ
ョ
ン
バ
ク

明
博
政
権
の
五
年
間
は
、
観
光
客

殺
害
に
と
も
な
う
金
剛
山
観
光
事
業
の

中
断
や
韓
国
哨
戒
艦
沈
没
事
件
、
延
坪

島
砲
撃
事
件
な
ど
に
よ
っ
て
南
北
関
係

は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
た
。
そ
も
そ
も

大
統
領
就
任
前
で
あ
る
二
〇
〇
七
年
六

月
一
四
日
に
李
明
博
が
掲
げ
た
南
北
関

係
に
関
す
る
公
約
は
、
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
（
以
下
、
北
朝
鮮
）
が
核

を
放
棄
し
て
開
放
す
れ
ば
一
〇
年
以
内

に
一
人
当
た
り
国
民
所
得
三
〇
〇
〇
ド

ル
に
な
る
よ
う
に
支
援
す
る
「
非
核
・

開
放
・
三
〇
〇
〇
構
想
」
で
あ
っ
た
。

核
放
棄
が
前
提
の
政
策
で
あ
り
、
北
朝

鮮
側
の
反
発
は
想
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
政
権
末
期
に
南
北
交
易
額
が

過
去
最
高
を
出
し
て
い
る
も
の
の
、
ほ

と
ん
ど
が
開
城
工
業
団
地
と
の
交
易
に

限
ら
れ
て
い
た
。
南
北
の
人
的
往
来
も

五
年
間
で
約
六
四
％
ま
で
落
ち
込
み
、

政
権
末
期
に
は
開
城
工
業
団
地
へ
の
訪

問
だ
け
と
な
っ
た
。
李
明
博
政
権
末
期

の
南
北
交
易
と
交
流
は
、
開
城
工
業
団

地
の
み
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
と

い
え
る
。
新
し
く
大
統
領
と
な
っ
た
朴

槿
恵
は
、
こ
の
南
北
関
係
を
改
善
し
て

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

か
。

●�

朴
槿
恵
の
選
挙
公
約
と

北
朝
鮮
側
の
反
応

　

韓
国
の
保
守
政
党
で
あ
る
セ
ヌ
リ
党

の
大
統
領
候
補
で
あ
っ
た
朴
槿
恵
は
、

南
北
関
係
に
お
い
て
特
徴
的
な
経
歴
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
二
年
五
月
一

三
日
に
平
壌
で
、
北
朝
鮮
の
最
高
指
導

者
で
あ
る
金
正
日
と
会
見
し
た
経
験
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
北
朝
鮮
の
最
高
指

導
者
と
会
見
し
た
経
験
が
あ
る
唯
一
の

大
統
領
候
補
で
あ
る
。
ま
た
、
大
統
領

に
な
れ
ば
、
保
守
政
党
の
大
統
領
で
唯

一
、
北
朝
鮮
の
最
高
指
導
者
と
会
見
し

た
経
験
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
李
明
博
に
比
べ
る
と
、
朴

槿
恵
の
選
挙
公
約
で
は
核
放
棄
が
前
提

と
な
っ
て
い
な
い
。
二
〇
一
二
年
一
一

月
五
日
に
朴
槿
恵
は
記
者
会
見
を
開

き
、
外
交
・
安
保
・
統
一
の
公
約
と
し

て
「
三
大
基
調
七
大
政
策
課
題
」
を
発

表
し
た
。
三
大
基
調
と
は
Ⅰ
持
続
可
能

な
平
和
Ⅱ
信
頼
さ
れ
る
外
交
Ⅲ
皆
が
幸

せ
な
統
一
、
で
あ
る
。
七
大
政
策
と
は

①
韓
国
の
主
権
と
安
全
保
障
を
確
実
に

守
る
②
北
朝
鮮
の
核
問
題
は
抑
止
を
基

調
に
交
渉
の
多
角
化
を
使
っ
て
解
決
す

る
③
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
を
介

し
て
南
北
関
係
を
正
常
化
す
る
④
小
さ

な
統
一
で
始
ま
り
、
大
き
な
統
一
を
目

指
す
⑤
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
ユ
ー
ラ
シ

ア
協
力
の
先
頭
に
立
つ
⑥
経
済
外
交
を

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
新
し
い
成
長
動

力
を
発
掘
す
る
⑦「
魅
力
の
韓
国
」
の

建
設
の
た
め
「
国
民
外
交
の
時
代
」
を

開
く
、
で
あ
る
。
北
朝
鮮
の
核
問
題
に

関
し
て
は
、
北
朝
鮮
に
核
放
棄
を
さ
せ

る
こ
と
よ
り
も
、
抑
止
力
を
中
心
に
し

て
韓
国
の
安
全
保
障
を
確
立
す
る
こ
と

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」

と
も
呼
ば
れ
る
朴
槿
恵
の
南
北
関
係
に

関
す
る
選
挙
公
約
は
、
ま
ず
人
道
支
援

は
政
治
状
況
と
は
別
に
行
い
、「
南
北

交
流
協
力
事
務
所
」
を
平
壌
と
ソ
ウ
ル

に
設
置
し
て
南
北
交
流
を
進
め
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
南
北
交
流
に

よ
っ
て
信
頼
が
築
か
れ
て
非
核
化
が
進

展
す
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
経
済
共
同
体
の

建
設
の
た
め
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
リ

ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

て
、
経
済
共
同
体
と
し
て
の
統
一
を
目

指
す
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
ま
た
、
南

北
関
係
発
展
の
た
め
な
ら
北
朝
鮮
指
導

者
に
も
会
う
と
語
り
、
南
北
首
脳
会
談

に
含
み
を
持
た
せ
た
。
核
放
棄
よ
り
も

南
北
交
流
に
重
点
を
置
い
た
構
想
と
い

え
よ
う
。
た
だ
し
、
国
家
安
保
室
を
大

統
領
府
に
設
置
し
て
、
大
統
領
府
が
外

交
・
安
保
・
統
一
政
策
を
総
括
し
て
調

整
す
る
機
能
を
持
つ
と
い
う
外
交
・
安

保
・
統
一
政
策
の
均
衡
を
保
っ
た
う
え

で
の
政
策
で
あ
る
。
し
か
も
、
北
朝
鮮

の
人
道
主
義
と
人
権
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
「
北
朝
鮮
人
権
法
」
を
制
定
す
る

こ
と
も
目
標
と
し
て
お
り
、
北
朝
鮮
側

の
反
発
が
予
想
さ
れ
る
内
容
で
も
あ
っ

特 

集 

韓
国
新
政
権
の
課
題
と
展
望 

―
「
国
民
の
幸
福
」
は
実
現
で
き
る
の
か
―

宮
本
　
悟

朴パ
ク
・槿ク

恵ネ

政
権
に
よ
る
南
北
交
流
政
策
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た
。

　

予
想
通
り
、
北
朝
鮮
側
は
朴
槿
恵
の

公
約
に
反
発
し
た
。
一
一
月
八
日
に
北

朝
鮮
の
祖
国
平
和
統
一
委
員
会
報
道
官

は
、
朴
槿
恵
の
公
約
が
李
明
博
と
何
も

変
わ
ら
な
い
か
、
あ
る
部
分
そ
れ
以
上

で
あ
り
、
安
全
保
障
を
優
先
し
て
「
北

朝
鮮
人
権
法
」
を
制
定
し
よ
う
と
す
る

の
は
戦
争
公
約
で
あ
っ
て
戦
争
を
も
た

ら
す
と
警
告
し
た
。
一
二
月
一
日
に
、

祖
国
平
和
統
一
委
員
会
書
記
局
は
七
箇

条
の
公
開
質
問
状
を
発
表
し
、
朴
槿
恵

に
対
北
朝
鮮
政
策
の
立
場
を
明
ら
か
に

す
る
よ
う
に
求
め
た
。
北
朝
鮮
側
が
朴

槿
恵
の
公
約
に
対
し
て
不
信
感
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

●
大
統
領
当
選
と
核
実
験

　

祖
国
平
和
統
一
委
員
会
書
記
局
が
公

開
質
問
状
を
発
表
し
た
一
二
月
一
日

に
、
北
朝
鮮
で
は
人
工
衛
星
で
あ
る
光

明
星
三
号
の
二
号
機
を
一
二
月
一
〇
日

か
ら
二
二
日
ま
で
の
間
に
銀
河
三
号
ロ

ケ
ッ
ト
に
よ
っ
て
打
ち
上
げ
る
こ
と
を

予
告
し
た
。
韓
国
外
交
通
商
部
報
道
官

は
、
こ
れ
を
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験

と
受
け
止
め
、
国
際
社
会
全
体
に
対
す

る
正
面
か
ら
の
挑
戦
と
批
判
し
た
。
一

二
月
一
二
日
に
北
朝
鮮
が
人
工
衛
星
を

発
射
す
る
と
、
韓
国
外
交
通
商
部
長
官

で
あ
る
金

キ
ム
・
ソ
ン
フ
ァ
ン

星
煥
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
実
験
を
国
連
安
保
理
決
議
に
対
す
る

明
白
な
違
反
と
批
判
し
た
。
一
二
月
一

三
日
に
、
大
統
領
候
補
で
あ
っ
た
朴
槿

恵
と
進
歩
政
党
で
あ
る
民
主
統
合
党
の

文ム
ン
・
ジ
ェ
イ
ン

在
寅
は
、
共
に
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道

ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
を
批
判
し
た
。
そ

の
た
め
、
一
二
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た

大
統
領
選
で
は
安
全
保
障
や
南
北
関
係

は
大
き
な
争
点
に
な
ら
な
か
っ
た
。
結

果
と
し
て
、
大
統
領
選
挙
を
勝
ち
抜
い

た
の
は
朴
槿
恵
で
あ
っ
た
。

　

次
期
大
統
領
に
確
定
し
た
朴
槿
恵

は
、
一
二
月
二
〇
日
に
記
者
会
見
で
、

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
実

験
に
よ
る
韓
国
の
安
全
保
障
の
厳
し
さ

を
指
摘
し
、
堅
固
な
安
全
保
障
体
制
を

構
築
す
る
考
え
を
示
し
た
。
し
か
し
、

一
方
で
、
信
頼
外
交
を
通
じ
て
新
し
い

朝
鮮
半
島
時
代
を
開
く
と
も
語
り
、
北

朝
鮮
と
の
対
話
の
道
を
開
く
考
え
も
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
実
験
に
よ
っ
て
安
全
保
障
環

境
が
厳
し
い
と
い
う
認
識
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス

構
想
」
を
推
進
す
る
方
針
に
変
わ
り
が

な
い
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。

　

李
明
博
政
権
か
ら
朴
槿
恵
政
権
へ
の

引
き
継
ぎ
作
業
は
一
二
月
二
七
日
に
大

統
領
職
引
受
委
員
会
が
発
足
し
た
こ
と

で
始
ま
っ
た
。
北
朝
鮮
で
二
〇
一
三
年

一
月
一
日
に
発
表
さ
れ
た
新
年
辞
に
お

い
て
、
金

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ウ
ン

正
恩
が
南
北
間
の
対
立
状
態

を
解
消
す
る
と
言
及
し
た
が
、
韓
国
国

防
部
長
官
で
あ
る
金

キ
ム
・
グ
ァ
ン
ジ
ン

寛
鎮
は
、
朴
槿
恵

政
権
が
発
足
し
て
も
北
朝
鮮
の
脅
威
は

続
く
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
確
固
た
る

国
防
態
勢
が
要
求
さ
れ
る
と
の
見
解
を

示
し
た
。
一
月
四
日
に
大
統
領
職
引
受

委
員
会
の
外
交
・
国
防
・
統
一
分
科
幹

事
と
し
て
任
命
さ
れ
た
の
は
元
国
防
部

長
官
で
あ
っ
た
金キ

ム
・
ジ
ャ
ン
ス

章
洙
で
あ
り
、
朴
槿

恵
が
韓
国
の
安
全
保
障
に
重
点
を
置
い

て
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
も
の
と

な
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
韓
国
の
安
全
保
障
だ
け
で

は
な
く
、
朴
槿
恵
は
南
北
交
流
を
推
進

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
。
一
月
一
〇

日
に
中
国
政
府
の
特
使
で
あ
る
張
志
軍

外
務
次
官
と
会
談
し
た
朴
槿
恵
は
、
北

朝
鮮
の
核
開
発
は
決
し
て
容
認
で
き
な

い
が
、
人
道
支
援
や
対
話
を
通
じ
て
南

北
協
力
の
窓
口
は
開
く
と
語
っ
た
。
一

月
一
六
日
に
ア
メ
リ
カ
政
府
代
表
団
と

会
っ
た
時
で
も
朴
槿
恵
は
、
北
朝
鮮
の

核
開
発
は
容
認
で
き
ず
断
固
と
し
て
対

応
す
る
が
、
北
朝
鮮
へ
の
人
道
的
支
援

を
含
む
対
話
の
窓
口
は
開
け
て
お
く
と

語
っ
た
。
引
き
継
ぎ
作
業
が
始
ま
っ
て

も
「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構

想
」
に
は
変
わ
り
が
な
か
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　

し
か
し
、「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ

セ
ス
構
想
」
を
推
進
す
る
朴
槿
恵
に

は
、
困
難
な
局
面
が
現
れ
た
。
一
月
二

二
日
に
国
連
安
全
保
障
理
事
会
が
対
朝

制
裁
決
議
を
採
択
し
た
。
制
裁
を
定
め

た
国
連
憲
章
第
七
章
の
文
言
は
入
っ
て

い
な
い
が
、
制
裁
の
内
容
は
そ
れ
ま
で

の
対
朝
制
裁
決
議
を
上
回
る
も
の
で

あ
っ
た
。
一
月
二
三
日
に
韓
国
外
交
通

商
部
報
道
官
は
、
国
連
安
保
理
決
議
の

履
行
と
独
自
制
裁
を
検
討
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
北
朝
鮮
側
は
大
き

く
反
発
し
た
。
一
月
二
三
日
に
北
朝
鮮

外
務
省
は
声
明
を
発
表
し
て
、
国
連
安

保
理
決
議
を
非
難
し
、
二
〇
〇
五
年
九

月
一
九
日
に
採
択
さ
れ
た
第
四
回
六
者

会
合
に
関
す
る
共
同
声
明
の
破
棄
を
宣

告
し
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
明
確
に
し

た
。
一
月
二
四
日
に
は
国
防
委
員
会
が

声
明
を
発
表
し
、
人
工
衛
星
と
長
距
離

ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
や
核
実
験
を
続
け
て

行
い
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
を
目
標
と
し

て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
一
月
二
五

日
に
は
祖
国
平
和
統
一
委
員
会
が
声
明

を
発
表
し
、
一
九
九
二
年
一
月
二
〇
日

に
採
択
さ
れ
た
「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化

に
関
す
る
共
同
宣
言
」
の
完
全
白
紙
化

と
全
面
無
効
化
を
宣
布
し
、
韓
国
が
国

連
安
保
理
制
裁
決
議
に
加
担
す
れ
ば
物

理
的
に
対
応
す
る
と
警
告
し
た
。
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北
朝
鮮
で
は
、
米
韓
へ
の
対
策
が

次
々
に
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
金
正
恩
を

含
む
国
家
安
全
と
対
外
部
門
の
幹
部
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
金
正
恩
が
「
強
度

の
高
い
国
家
的
重
大
措
置
」
を
行
う
こ

と
を
決
心
し
た
こ
と
が
一
月
二
六
日
に

報
道
さ
れ
た
。
二
月
三
日
に
は
、
党
中

央
軍
事
委
員
会
拡
大
会
議
で
金
正
恩
が

国
の
安
全
と
自
主
権
を
守
っ
て
い
く
た

め
の
綱
領
的
指
針
と
な
る
重
要
な
結
論

を
出
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
北
朝

鮮
で
は
、
米
韓
と
対
立
す
る
こ
と
を
前

提
に
政
策
を
推
進
し
始
め
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

二
月
一
二
日
に
北
朝
鮮
で
核
実
験
が

行
わ
れ
た
。
朝
鮮
中
央
通
信
に
よ
る

と
、
国
の
安
全
と
自
主
権
を
守
る
た
め

の
実
用
的
な
対
応
措
置
の
一
環
で
あ

り
、
以
前
と
は
異
な
り
、
爆
発
力
が
大

き
く
、
小
型
化
、
軽
量
化
さ
れ
た
核
兵

器
を
使
用
し
た
と
い
う
。
同
日
、
朴
槿

恵
は
、
朝
鮮
半
島
と
国
際
平
和
に
対
す

る
重
大
な
脅
威
で
あ
る
と
北
朝
鮮
の
核

実
験
を
批
判
し
た
。
翌
一
三
日
に
も
朴

槿
恵
は
、
北
朝
鮮
が
国
際
社
会
で
孤
立

し
て
崩
壊
を
自
ら
招
い
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
挑
発
を
す
る
な
ら
「
朝
鮮
半
島
の

信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」
に
も
影
響
を
与

え
る
と
強
く
北
朝
鮮
を
批
判
し
た
。

「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」

の
推
進
は
、
大
統
領
就
任
前
か
ら
早
く

も
困
難
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

●
大
統
領
就
任
と
南
北
の
決
裂

　

二
月
二
五
日
に
大
統
領
就
任
を
控
え

た
朴
槿
恵
は
、
新
政
権
の
人
事
を
決
め

て
い
き
、
選
挙
公
約
を
国
政
課
題
と
し

て
提
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
北
朝
鮮

に
よ
る
核
実
験
の
翌
日
で
あ
る
二
月
一

三
日
に
朴
槿
恵
は
、
新
政
権
の
外
交
通

商
部
長
官
に
尹ユ

ン
・
ビ
ョ
ン
セ

炳
世
、
国
防
部
長
官
に

金キ
ム
・

秉
ビ
ョ
ン

寛ガ
ン

を
内
定
し
た
。
二
月
一
七
日

に
は
統
一
部
長
官
に
柳リ

ュ
・ 

吉ギ
ル

在ジ
ェ

を
内
定

し
た
。
さ
ら
に
、
二
月
二
一
日
に
大
統

領
職
引
受
委
員
会
が
「
朴
槿
恵
政
府
国

政
課
題
」
を
発
表
し
、
新
政
権
が
任
期

中
に
重
点
的
に
推
進
さ
れ
る
課
題
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

国
政
課
題
で
は
、
韓
国
の
安
全
保
障

の
構
築
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
国
防

予
算
は
国
家
財
政
の
増
加
率
を
上
回
る

水
準
で
増
額
す
る
こ
と
に
な
り
、
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に
対
し
て
は
、
先
制
攻

撃
シ
ス
テ
ム
「
キ
ル
チ
ェ
ー
ン
（K

ill 

C
h
ain

）」
の
構
築
や
韓
国
独
自
の
ミ

サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｄ
）

の
発
展
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

安
全
保
障
に
重
点
を
置
く
方
針
は
、

南
北
関
係
に
も
反
映
さ
れ
た
。「
朝
鮮

半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」
で
は
短

期
的
に
は
抑
止
と
安
全
保
障
を
強
化

し
、
中
長
期
的
に
南
北
関
係
の
正
常
化

お
よ
び
持
続
可
能
な
朝
鮮
半
島
の
平
和

実
現
が
目
標
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
た

め
、
南
北
政
府
の
対
話
や
経
済
・
社

会
・
文
化
な
ど
の
南
北
交
流
は
、
韓
国

の
安
全
保
障
や
北
朝
鮮
の
核
問
題
の
進

展
状
況
を
前
提
に
し
て
推
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
選
挙
公
約
に
比
べ
れ

ば
、
韓
国
の
安
全
保
障
や
北
朝
鮮
の
核

問
題
へ
の
対
策
が
前
提
と
し
て
強
調
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

選
挙
公
約
に
も
掲
げ
て
い
た
ソ
ウ
ル

と
平
壌
に
「
南
北
交
流
協
力
事
務
所
」

を
設
置
す
る
こ
と
に
関
し
て
も
「
要
件

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
」
と
し
、
一
歩

後
退
し
た
表
現
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま

た
、
人
道
支
援
に
つ
い
て
も
、
選
挙
公

約
ど
お
り
に
政
治
状
況
と
区
別
す
る
と

し
な
が
ら
も
、
国
際
機
関
と
の
協
議
の

下
で
時
期
や
方
式
を
検
討
す
る
と
い
う

条
件
が
付
け
ら
れ
た
。

　

国
政
課
題
を
発
表
し
た
二
月
二
一
日

に
韓
国
軍
が
、
米
韓
合
同
軍
事
演
習
で

あ
る
キ
ー
・
リ
ゾ
ル
ブ
を
三
月
一
一
日

か
ら
二
一
日
ま
で
実
施
し
、
米
韓
野
外

機
動
訓
練
で
あ
る
フ
ォ
ー
ル
・
イ
ー
グ

ル
を
三
月
一
日
か
ら
四
月
三
〇
日
ま
で

行
う
こ
と
を
発
表
し
た
。
同
日
、
朝
鮮

人
民
軍
板
門
店
代
表
部
の
朴パ

ク
・
リ
ム
ス

林
洙
代
表

が
在
韓
米
軍
司
令
官
に
電
話
通
知
文
を

送
り
、
キ
ー
・
リ
ゾ
ル
ブ
と
フ
ォ
ー

ル
・
イ
ー
グ
ル
の
実
施
を
批
判
し
た
。

南
北
関
係
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
二
月
二
五
日
に
大
統
領
に

就
任
し
た
朴
槿
恵
は
、
南
北
交
流
を
推

進
す
る
方
針
を
変
え
な
か
っ
た
。
就
任

演
説
で
、
朴
槿
恵
は
「
国
民
の
生
命
と

大
韓
民
国
の
安
全
を
脅
か
す
い
か
な
る

行
為
も
容
認
し
な
い
」
と
語
り
な
が
ら

も
、「
確
実
な
抑
止
力
を
基
盤
に
し
て

南
北
間
の
信
頼
を
積
む
た
め
に
一
歩
一

歩
進
み
ま
す
」
と
語
り
、
安
全
保
障
の

強
化
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、「
朝
鮮

半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」
を
推
進

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
三
月
一

日
に
も
朴
槿
恵
は
同
様
の
演
説
を
行

い
、「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構

想
」
を
推
進
す
る
意
思
を
明
確
に
し
た
。

　

想
定
ど
お
り
、
南
北
関
係
は
さ
ら
に

悪
化
し
て
い
っ
た
。
三
月
五
日
に
朝
鮮

人
民
軍
最
高
司
令
部
報
道
官
が
、
三
月

一
一
日
か
ら
朝
鮮
戦
争
の
停
戦
協
定
を

白
紙
化
し
、
朝
鮮
人
民
軍
板は

ん

門も
ん

店て
ん

代
表

部
の
活
動
を
中
断
す
る
と
声
明
を
出
し

た
。
三
月
七
日
に
国
連
安
保
理
が
再
び

制
裁
決
議
を
採
択
す
る
と
、
そ
の
日
に

外
務
省
報
道
官
は
、
核
兵
器
に
よ
る
先

制
攻
撃
が
あ
り
得
る
と
い
う
声
明
を
出

し
た
。
翌
八
日
に
祖
国
平
和
統
一
委
員

会
は
、
南
北
不
可
侵
に
関
す
る
全
て
の

合
意
を
一
一
日
か
ら
全
面
破
棄
し
、

「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
共
同

朴槿恵政権による南北交流政策  
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宣
言
」
の
完
全
白
紙
化
を
再
宣
布
し
、

板
門
店
の
南
北
直
通
電
話
を
一
一
日
か

ら
遮
断
す
る
と
声
明
を
発
表
し
た
。

　

そ
れ
で
も
朴
槿
恵
は
、
三
月
八
日
に

陸
・
海
・
空
軍
将
校
合
同
任
官
式
で
、

軍
事
力
に
だ
け
集
中
す
れ
ば
い
か
な
る

国
も
結
局
は
自
滅
す
る
と
北
朝
鮮
を
批

判
し
つ
つ
、「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ

セ
ス
構
想
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
再
び

明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
側

が
予
告
し
た
と
お
り
、
三
月
一
一
日
に

板
門
店
の
南
北
直
通
電
話
は
機
能
し
な

く
な
っ
た
。
三
月
一
二
日
に
韓
国
外
交

通
商
部
報
道
官
は
、
停
戦
協
定
の
一
方

的
な
破
棄
ま
た
は
終
了
は
許
さ
れ
な
い

と
声
明
を
出
し
た
が
、
効
果
は
な
か
っ

た
。

　

朴
槿
恵
政
権
は
、
外
交
・
国
防
・
統

一
の
長
官
が
ま
だ
揃
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
対
応
も
難
し
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
外
交
通
商
部
長
官
に
尹
炳
世
、

統
一
部
長
官
に
柳
吉
在
が
就
任
し
た
の

が
、
三
月
一
一
日
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
国
防
部
長
官
に
内
定
し
て
い
た
金

秉
寛
は
、
国
会
で
承
認
さ
れ
ず
、
国
会

で
政
府
組
織
改
編
案
が
議
決
さ
れ
た
三

月
二
二
日
に
内
定
を
辞
退
し
た
。
同

日
、
国
防
部
長
官
は
李
明
博
政
権
か
ら

引
き
続
き
金
寛
鎮
が
留
任
す
る
こ
と
が

決
定
し
た
。
外
交
部
（
新
設
）・
国
防

部
・
統
一
部
を
総
括
す
る
国
家
安
保
室

長
に
は
金
章
洙
が
就
任
し
、
三
月
二
二

日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
北
朝
鮮
へ
の
対

応
体
制
が
整
っ
た
。

　
「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」

は
早
速
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
た
。
三
月
二
二
日
に
統
一
部
は
、
対

北
朝
鮮
支
援
団
体
「
ユ
ー
ジ
ン
・
ベ
ル

財
団
」
が
申
請
し
て
い
た
抗
結
核
薬
の

北
朝
鮮
へ
の
搬
出
を
承
認
し
た
と
発
表

し
た
。
搬
出
す
る
抗
結
核
薬
は
六
億
七

八
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
（
約
五
七
〇
〇
万

円
）
相
当
で
、
平
壌
や
南
浦
な
ど
八
カ

所
の
結
核
セ
ン
タ
ー
の
患
者
約
五
〇
〇

人
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
予
定
で
あ

る
。
ま
だ
開
城
工
業
団
地
は
稼
働
し
て

お
り
、
人
々
の
往
来
も
可
能
で
あ
っ
た

の
で
、
こ
の
時
点
で
は
「
朝
鮮
半
島
の

信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」
を
推
進
で
き
る

期
待
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
さ
ら
に
悪
化
す
る
南
北
関

係
の
状
況
で
は
、「
朝
鮮
半
島
の
信
頼

プ
ロ
セ
ス
構
想
」
を
推
進
す
る
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
き
た
。
三
月
二
六
日
に

朝
鮮
人
民
軍
最
高
司
令
部
は
声
明
で
、

野
戦
砲
兵
軍
集
団
を
一
号
戦
闘
勤
務
態

勢
に
入
ら
せ
、
韓
国
に
対
し
て
も
物
理

的
な
行
動
に
出
る
と
発
表
し
た
。
さ
ら

に
、
北
朝
鮮
の
外
務
省
が
声
明
で
、
朝

鮮
半
島
で
核
戦
争
が
勃
発
し
つ
つ
あ
る

と
国
連
安
保
理
理
事
会
に
公
開
通
知
す

る
と
発
表
し
た
。
同
日
に
行
わ
れ
た
哨

戒
艦
勇
士
三
周
忌
追
悼
式
の
追
悼
辞

で
、
朴
槿
恵
は
「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ

ロ
セ
ス
構
想
」
に
言
及
し
な
か
っ
た
。

　

南
北
関
係
の
緊
張
は
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
っ
た
。
三
月
三
〇
日
に
北
朝
鮮
で

は
「
政
府
、
政
党
、
団
体
特
別
声
明
」

を
発
表
し
、
こ
の
時
刻
か
ら
戦
時
状
態

に
入
る
こ
と
を
宣
布
し
た
。
同
日
、
北

朝
鮮
の
中
央
特
区
開
発
指
導
総
局
報
道

官
が
開
城
工
業
団
地
地
区
と
の
往
来
を

遮
断
し
、
閉
鎖
す
る
可
能
性
に
言
及
し

た
。
三
月
三
一
日
に
開
催
さ
れ
た
朝
鮮

労
働
党
中
央
委
員
会
二
〇
一
三
年
三
月

全
員
会
議
で
「
経
済
建
設
と
核
武
力
建

設
の
併
進
路
線
」
が
採
択
さ
れ
る
と
、

四
月
二
日
に
北
朝
鮮
で
は
、
五
〇
〇
〇

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
黒
鉛
減
速
炉
を
再
整
備

し
て
再
稼
働
す
る
措
置
を
取
る
こ
と
を

発
表
し
、
北
朝
鮮
が
核
開
発
に
力
を
入

れ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
同
日
に

朴
槿
恵
は
、
政
権
発
足
後
初
め
て
外
交

安
保
長
官
会
議
を
開
催
し
て
、
北
朝
鮮

へ
の
対
応
策
を
討
議
し
た
。
統
一
部
長

官
で
あ
る
柳
吉
在
は
、
北
朝
鮮
に
対
す

る
人
道
支
援
を
急
ぐ
必
要
は
な
い
と
語

り
、「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構

想
」
の
推
進
が
当
面
困
難
で
あ
る
こ
と

を
示
し
た
。

　

四
月
三
日
に
北
朝
鮮
側
は
「
南
側
の

人
員
と
物
資
の
出
入
り
を
制
限
す
る
」

と
韓
国
側
に
通
知
し
、
開
城
工
業
団
地

か
ら
韓
国
側
に
戻
れ
て
も
、
韓
国
側
か

ら
開
城
工
業
団
地
に
入
る
こ
と
は
不
可

能
に
な
っ
た
。
四
月
八
日
に
北
朝
鮮
側

は
、
開
城
工
業
団
地
で
働
く
北
朝
鮮
労

働
者
の
撤
収
を
発
表
し
た
。
そ
の
た
め

開
城
工
業
団
地
は
実
質
的
に
稼
働
し
な

く
な
り
、
開
城
工
業
団
地
だ
け
で
機
能

し
て
い
た
南
北
交
流
は
ほ
ぼ
完
全
に
な

く
な
っ
た
と
い
え
る
。
朴
槿
恵
は
、
四

月
九
日
に
国
務
会
議
を
開
催
し
、
開
城

工
業
団
地
の
運
営
が
難
し
く
な
れ
ば
、

「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」

の
た
め
に
使
わ
れ
る
南
北
協
力
基
金
か

ら
韓
国
企
業
へ
の
被
害
補
填
を
支
出
す

る
と
語
っ
た
。「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ

ロ
セ
ス
構
想
」
を
推
進
す
る
こ
と
は
財

政
面
で
も
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
た
。

　

し
か
し
、
朴
槿
恵
は
、「
朝
鮮
半
島

の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」
を
放
棄
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
朴
槿
恵
は
四
月
一
一

日
に
開
催
さ
れ
た
大
統
領
府
に
お
け
る

会
合
で
、
北
朝
鮮
と
対
話
す
る
考
え
を

示
し
、「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス

構
想
」
を
必
ず
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
語
っ
た
。
同
日
、
統
一
部
長
官
で

あ
る
柳
吉
在
も
、
北
朝
鮮
側
が
対
話
の

場
に
出
て
く
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

朴
槿
恵
は
四
月
一
二
日
に
ケ
リ
ー
米
国

務
長
官
や
ラ
ス
ム
セ
ン
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
事
務

総
長
と
会
談
し
た
時
に
も
「
朝
鮮
半
島
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の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」
を
進
め
る
意

思
を
示
し
た
。
し
か
し
、
四
月
一
四
日

に
北
朝
鮮
の
祖
国
平
和
統
一
委
員
会
報

道
官
は
、
韓
国
側
が
対
決
姿
勢
を
や
め

な
け
れ
ば
対
話
に
意
味
が
な
い
と
発
表

し
、
事
実
上
、
現
在
の
段
階
で
の
対
話

を
拒
否
し
た
。
朴
槿
恵
は
こ
れ
か
ら
も

「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構
想
」

を
推
進
し
よ
う
と
試
み
る
で
あ
ろ
う

が
、
北
朝
鮮
側
に
受
け
入
れ
る
姿
勢
が

み
え
な
い
現
在
の
状
況
で
推
進
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

●
お
わ
り
に

　

朴
槿
恵
は
、
李
明
博
に
比
べ
れ
ば
、

南
北
交
流
に
力
を
入
れ
た
選
挙
公
約
を

出
し
て
き
た
。
核
放
棄
も
前
提
に
し
て

お
ら
ず
、
李
明
博
政
権
の
轍
を
踏
ま
な

い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
で
は
朴
槿
恵
に

懐
疑
的
で
あ
っ
て
、
朴
槿
恵
が
大
統
領

に
な
れ
ば
南
北
関
係
が
悪
化
す
る
こ
と

を
警
告
し
て
き
た
。
実
際
に
は
、
朴
槿

恵
も
対
立
候
補
の
文
在
寅
も
、
北
朝
鮮

の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
を
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
実
験
と
し
て
批
判
し
て
き
た
の

で
、
い
ず
れ
が
大
統
領
に
な
っ
て
も
現

在
の
南
北
関
係
の
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
変

わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

実
験
や
核
実
験
な
ど
を
批
判
し
て
き
た

朴
槿
恵
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
演
説
な

ど
で
「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
構

想
」
に
言
及
し
、
南
北
交
流
を
進
め
る

意
図
を
示
し
て
き
た
。
し
か
し
、
国
連

安
保
理
制
裁
決
議
や
キ
ー
・
リ
ゾ
ル
ブ

と
フ
ォ
ー
ル
・
イ
ー
グ
ル
の
実
施
に
反

発
し
た
北
朝
鮮
は
、
韓
国
政
府
に
対
す

る
批
判
を
強
め
て
い
っ
た
。
す
る
と
、

朴
槿
恵
政
権
も
安
全
保
障
体
制
の
構
築

に
向
け
て
力
を
入
れ
始
め
た
。

　

南
北
交
流
で
最
後
に
残
っ
て
い
た
開

城
工
業
団
地
が
稼
働
し
な
く
な
っ
た
こ

と
は
、
南
北
交
流
が
ほ
と
ん
ど
完
全
に

途
絶
え
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
李

明
博
政
権
以
来
、
悪
化
し
て
き
た
南
北

関
係
で
あ
る
が
、
朴
槿
恵
政
権
が
発
足

し
て
か
ら
も
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
南

北
交
流
が
ほ
と
ん
ど
完
全
に
な
く
な
る

状
況
に
ま
で
至
っ
た
。
し
か
も
、
現
在

の
段
階
で
は
、
北
朝
鮮
側
は
朴
槿
恵
政

権
に
よ
る
対
話
の
呼
び
か
け
に
も
応
じ

よ
う
と
し
て
い
な
い
。
現
在
の
状
況
と

し
て
は
、「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ

ス
構
想
」
を
推
進
す
る
こ
と
は
か
な
り

困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
朴
槿
恵

政
権
は
、「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ

ス
構
想
」
を
放
棄
し
な
い
が
、
当
面
は

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
強
化
し
て
、
抑

止
力
を
基
盤
と
し
た
安
全
保
障
体
制
の

構
築
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

（
み
や
も
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／
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院
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